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◆研究背景
野生鳥獣による被害は深刻な状況にある
➢野生鳥獣による農作物の被害

◆有害鳥獣捕獲支援システム
作業者の負荷軽減・作業の効率化を実現

◆専用アプリケーションの改良

⚫ 改良内容の評価
今回(2022年5月23日)のヒアリングで頂いた意見とアプリケーションの
動作検証より、以下の追加機能の実装をした。

⚫ 評価後の改良

◆金銭的な障害
   年々減少傾向にあるが，令和3年度
   全国で155億と大きな損害

↓
◆営農意欲の減少
   農業の高齢化が進む中、農作業の他に  
   害虫被害対策への対応は大きな負担

↓
◆耕作放棄の増加・離農へ
   日本の農業が衰退してしまう

➢野生鳥獣の市街地への出没も頻発

宮城県北部だけでなく、
仙台市などの都市部でも
目撃情報があることが確認できる

◆市街地に出没
           ↓
◆住宅地への侵入、車両との衝突等
  人的被害が懸念される

野生鳥獣の目撃情報をマッピングした地図

仙台市

有害鳥獣捕獲支援システム概要図

これまでの取り組み
・2021.2.5 捕獲活動に関するヒアリング
・2021.2～2022.1 ヒアリングを元にシステム開発
・プロトタイプを開発し１機を現地に設置し実証実験

・2022.1.20 開発システムに関する説明会・ヒアリング
・2022.1.20～ ヒアリングを元にシステム改良
 ・2022.5.23  改良システムに関する説明会・ヒアリング
 ・2022.10.25 改良したプロトタイプを現地に設置し実証実験

箱罠センサシステム

説明会の様子

今回の取り組み内容
・仙台市秋保地域の有害鳥獣多発エリアに、ゲートウェイ１台、箱
罠センサノードを８台設置して、広域での実証実験を行う。
・箱罠作業者、自治体へのヒアリングをもとにシステムを改良する。

改良したシステムのヒアリングを実施（2022年5月23日）
開催場所；秋保総合支所
対象者：地域の狩猟者（60代と70代の男性7人）
内容：専用アプリのヒアリング・アンケート

改良機能についてのアンケート結果

◆改良機能に対する意見

 ・作業記録画面全体として
見やすく、使いやすい

 ・アイコン下の文字が小さい

 ・作業日時の入力に関しては，
   選択が必要ないのは楽でいい
  

①マーカーのデザインを変更する機能

既存；全て同じデザイン
改良；箱罠番号を表示、箱罠の状態によって色を変える

②箱罠設置場所削除

③作業記録一覧の複数表示・編集機能

既存；同じ日付に1個の作業表示、編集不可
改良；複数の作業を表示，編集機能

④メールアラート設定機能
既存；サーバー側でアラートメールの削除、追加
改良；専用アプリでユーザがアラート メール確認,追加，削除

      （使用機種が限られる)

⚫ 作業記録登録画面-作業区分-

テキスト選択（改良前） イラスト選択（改良後）

◆テキストが選択しづらい
↓

アイコンベースで各種
項目の選択可能

◆項目が不十分
↓

頂いた案を元に項目の
追加

⚫ 作業記録一覧

改良前 改良後

アイコン
表示

◆一目で登録履歴が分かるよう
アイコンを一覧にも表示

⚫ 作業記録の簡略化(作業日時の入力)

作業登録
（改良後）

作業登録作業時刻
の入力

（改良前）

◆自動で日付と時間が記録される

「全国の野生鳥獣による農作物被害状況について」,農林水産省,令和4年12月

令和５年１月１２日に、ガッコム安全ナビにて、動物出没、宮城県を検索条件として検索した最新情報
１００件の結果を引用ガッコム安全ナビ：https://www.gaccom.jp/safety/

既存；削除はクラウドからのみ可能
改良；専用アプリで削除可能
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◆作業者安全支援システム
LPWA通信で作業者の安全を見守る
LPWAタグ
LoRa、BLE、、GPS、加速度センサの機能をコンパクトなボ
ディに収めたLPWAタグという機器を開発した（右写真）。

本機器を携帯することで、作業者の位置情報がLPWA経
由でサーバに蓄積され、ＢＬＥ通信で専用アプリと接続す
ることで、LPWA通信で簡易的なテキスト通信ができる。

 ユーザー捜索
LPWAタグがデータベースに送信するGPSの

データをアプリからマップ上に表示

 簡易コミュニケーションツール
定期的な位置情報、定型文の送受信が可能

 コミュニケーションツールの実験結果
2つのLPWAタグとスマートフォンを用意し、

互いから定型文の送受信ができるか確認した。

右図に実験結果を示す。タグ1から送った文と

タグ2から送った文がそれぞれ互いに受信できた

ことがわかる。

◆箱罠センサーノード

既存の箱罠に設置し、箱罠状態をLPWA通信で監視

 磁気スイッチによる捕獲検知
箱罠の扉に磁気センサを設置し、捕獲時の扉の動作を検知し、

LPWA経由で通知

 中継機能
LPWA中継機能も実装しているので、通信環境の悪い山間部で

も箱罠ノード間を中継して通信エリアを拡大できる。※中継機能

だけを持った中継ノードも設置可能

 箱罠センサノード仕様

成果物に対して
・ヒアリングを通して明らかになった問題点の改良

・改良した機能に対して使いやすくなったと評価を得た

・使用機種により専用アプリケーションでエラーが

発生しているので解決する

今後の活動に向けて
・LPWAエリアの拡大

・安定した通信

・箱罠センサシステム増設

・速度のデータを入力とした捕獲鳥獣名識別モデルの

生成を進めていく

・有害鳥獣捕獲活動を行っている地域住民の箱罠に

箱罠センサシステムの設置

◆まとめ ◆今後の展望
 箱罠ノード

プロタイプを実際に設置しているが、動作が不安定なので

修正を行う。また台数が少ないので増設する

 捕獲鳥獣推定

捕獲された鳥獣の推定方法として画像認識が挙げられる

Google Colaboratoryで画像認識コードを実行し、実際に

識別することができたので、実装が課題となる

また画像認識の他に加速度を用いて鳥獣推定する方法を

検討している。

 アプリの提供方法

スマートフォンにアプリケーションの導入が困難なことがあるので

スマートフォンアプリケーションとしてだけではなく、Web上で

動かすことのできるアプリケーションとして提供することも検討している

◆機器の設置
仙台市秋保の石神地区、竹ノ内地区にゲート
ウェイ、箱罠センサノードを設置

石神地区：ゲートウェイ１台、箱罠センサノード５台を設置
竹ノ内地区：箱罠センサノード３台を設置
箱罠センサノードの中継機能によって、すべての箱罠センサ
ノードのデータを石神地区のゲートウェイに集約する。

◆電波状況
電波状況解析
下図に、各箱罠センサノードからの通信状況を、電波到達率※
で示した。 ※電波到達率：定期的（10分周期）に送信する箱罠状態データの
うち、クラウドサーバに到達したデータの割合

ゲートウェイに近く、電波状況の良い環境の箱罠からは電波到
達率が高いが、山などの遮蔽物が多い場所などからは電波到
達率が低いことが

わかる。しかし、捕獲

情報などは１日周期

程度で確認できれば

問題ないため、現状

のシステムでも実用

に支障はない。
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